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1. 緒言 

本年 1 月 1 日に能登半島を震源とする地震において

多くの斜面崩壊や地すべりなどが発生した。地震によ

る崩壊については，これまで内田ら（2004）のほか，ほ

ぼ同じ地域での 2007 年能登半島地震についても林ら

（2011）が詳しく報告している。しかし，地震動に起因

する斜面崩壊については，降雨起因のものに比べ事例

が少ない。そこで本稿では，崩壊の発生/非発生の判定

手法の基礎的資料として，今回の能登半島地震につい

て公開されているデータを用いて，地震動や降雨等の

各種観測データを整理し，崩壊の集中性に関して考察

を行った。 

2. 対象地震に関する各種観測データ 

 今回は，サンプリングバイアスが生じないよう崩壊

の発生メッシュのみならず，非発生メッシュを含めて

解析対象の領域を設定した。具体的には図-1 に示す能

登半島の３市４町の範囲（合計約 1,840km2）を対象と

し，土地利用３次メッシュ（1km メッシュ）毎に，以下

のデータを収集・整理した。 

(1) 地震 

気象庁や防災科学技術研究所によって強震動観測網

が整備されている。今回は QUIET+（旧 QuiQuake）で公

表されている，250m メッシュの分解能の計測震度相当

値，地表最大速度（PGV），及び地表最大加速度（PGA）

の推定値について，それぞれ平均化して土地利用 3 次

メッシュ毎に代表値とした。 

(2) 降雨 

降雨情報については，気象庁が公開している１km メ

ッシュの解析雨量を地震発生の 1月１日 16時から時間

単位で遡り，12，24 時間，2，3，7，10，14 日間の雨量

を整理した。同様に，地震の発生した 1 月 1 日 16 時の

土壌雨量指数についても，1km メッシュで公開されてい

るデータを整理した。 

(3) 斜面崩壊・堆積分布データ 

国土地理院が公表した空中写真より判読した斜面崩 

壊及び土砂堆積箇所の分布データを用いた。 

 (全体メッシュ数:1795，うち崩壊等を含むメッシュ

数:718）ただし，斜面崩壊箇所については，斜面崩壊箇

所とその土砂が流下・堆積した箇所の区別がされてい

ない。 

3. 結果の整理 

 1km メッシュ毎に，斜面崩壊・堆積分布データから崩

壊等の範囲を含む「崩壊メッシュ」と含まない「非崩壊

メッシュ」に分けるとともに，崩壊面積率を算出し，強

震動データや降雨データとの関係を整理した。 

 まず，メッシュ毎の地震の最大速度(PGV)，最大加速

度(PGA)，計測震度相当値，崩壊面積率，降水量(12，24

時間，2，3，7，10，14 日間)の平均値，標準偏差，変動

係数を表-1 に，崩壊メッシュと非崩壊メッシュの平均

値とその比（崩壊メッシュ/非崩壊メッシュ）を表-2 に

示す。 

 また，崩壊面積率，PGV，PGA に関する崩壊メッシュ

と非崩壊メッシュの分布について図-2 に示す。 

 さらに降雨との関係は，土壌雨量指数と PGA，崩壊面

積率に関するメッシュ分布を図-3，地震前の 24 時間，

7，14 日間の降水量と PGA，崩壊面積率の分布を図-3 に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 斜面崩壊・堆積分布データの範囲 3) 

表-1 各データの平均値，標準偏差，変動係数 

 

表-2 崩壊・非崩壊メッシュの各データの平均値とその比 
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4. 考察 

今回，公開されているデータを用いて，３市４町の全

体での崩壊メッシュの分離可能性を見るためのその結

果は下記の通りである。 

・ 崩壊面積率と最大加速度(PGA)，最大速度（PGV）の明

確な関係は認められなかった。PGA は，全体のばらつ

きは PGV に比べてやや大きかった。PGA については，

崩壊メッシュのばらつきは PGV よりも小さかった。 

・ 土壌雨量指数や降雨についても崩壊面積率との顕著

な関係は確認できなかった。表-2 の平均値の比でみ

た場合は，直前 24 時間雨量の雨量が判別指標として

優れていた。（ただしこれは地震前の降雨が少なく，

降雨による影響が限定的であった可能性が考えられ

る。） 

・ PGA と PGV を比較した場合，平均的に見て発生/非発

生の比は，それぞれ 0.98，1.04 であり，PGA では逆

転しており，PGV の方が判別指標として優れている

可能性が示唆された。発生メッシュにおける PGV 平

均値は 75.85m/s，非発生メッシュにおける PGV 平均

値は 72.92m/s であり，発生メッシュの方が 2.93m/s

だけ大きかった。しかし標準偏差は区別しない場合

で 23.90m/s と大きいため分離性は良くない。 

・ 単独の因子での分離は難しく，今後多因子を組み合

わせた分析が不可欠と言える。 

今回使用した国土地理院の判読データには流下・堆

積範囲も含まれており，これらの明確な関係が確認で

きなかったとも考えられる。今後，より詳細に崩壊地の

判読がされた場合には，そのデータを用いて再度整理

を行う必要がある。 
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図-2  PGV，PGA，崩壊面積率のメッシュ分布 
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図-3 土壌雨量指数，PGV，崩壊面積率のメッシュ分布 

図-4 雨量，PGV，崩壊面積率のメッシュ分布 
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